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７
月
２
日
、
日
本
記
念
日
協
会
認
定

の
「
谷
川
岳
の
日
」
に
、
谷
川
岳
ロ
ー
プ

ウ
ェ
ー
・
ベ
ー
ス
プ
ラ
ザ
内
特
設
会
場
に

お
い
て
、
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

全
体
構
想
の
認
定
書
が
、
環
境
省
自
然
環

境
局
渡
邉
綱
男
局
長
よ
り
岸
良
昌
町
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
12
月
か
ら
本
事
業
の
準
備
が

始
ま
り
、
平
成
22
年
12
月
に
谷
川
岳
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
以
下
＝
協
議

会
）
が
正
式
に
発
足
し
、
全
体
構
想
作
成

へ
本
格
的
に
動
き
出
し
た
わ
け
で
す
が
、

出
発
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
平
成
24
年
６

月
29
日
に
正
式
な
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
副
会
長
の
阿
部
利
夫
さ
ん

（
後
閑
）
か
ら
、
環
境
省
の
認
定
を
受
け

た
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構

想
の
具
体
的
な
内
容
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
お
話
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
部
会
で
は
、
自
然
観
光
資
源

と
な
る
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
、
地
形
、

地
質
、
水
質
、
自
然
景
観
や
史
跡
、
生
活
・

伝
統
文
化
を
、
ど
う
保
全
し
て
い
く
か
を

全
体
構
想
の
中
で
ル
ー
ル
化
し
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
評
価
な
ど
を
役
割
と
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
23
年
５
月
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
専
門
家
に
よ
る
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
区
域
の
自
然
基
礎
調
査

や
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
が
解
説
す
る
た

め
の
素
材
提
供
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

■
自
然
環
境
部
会
の
取
組
み

　

自
然
環
境
部
会
で
は
、
平
成
21
年
４
月

か
ら
自
然
案
内
人
（
以
下
＝
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ
ー
）
の
養
成
を
計
画
的
に
進
め
、
18

回
に
及
ぶ
研
修
を
各
専
門
家
に
依
頼
し
実

行
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
の
知
識
向
上
が
図
ら
れ
、
ツ

ア
ー
の
質
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
内
訳
は
、
植
物
・
動
物
・
地
質

と
い
っ
た
自
然
事
象
を
対
象
と
し
た
研
修

を
14
回
。登
山
・
歴
史
・
気
象
を
対
象
と
し

た
研
修
を
４
回
。
そ
の
他
コ
ー
デ
イ
ネ
ー

タ
ー
研
修
を
３
回
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

実
践
ツ
ア
ー
と
し
て
、
宿
泊
業
の
皆
様
に

協
力
い
た
だ
き
、
実
際
に
お
客
を
ご
案
内

し
て
み
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
当
日
は
20
名
程

度
の
参
加
者
数
で
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ
ー
と
し
て
の
知
識
と
ツ
ア
ー
計
画
の

進
め
方
に
手
ご
た
え
を
感
じ
ら
れ
る
実
践

ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
作
成
し
、

環
境
省
に
申
請
し
て
い
た

「
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
が
、

６
月
29
日
付
け
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
全
体
構
想
に
定
め
た
方
針
に
沿
っ
て

具
体
的
な
エ
コ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、

谷
川
岳
の
魅
力
と
と
も
に
貴
重
な
自
然
の
尊
さ
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
（
後
編
）

特 集

▲渡邉自然環境局長より
認定書を授与される岸町長

▶
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
の
様
子

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
全
体
構
想
が

環
境
省
の
認
定
を
受
け
る

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
の

発
展
に
向
け
て

副
会
長　

阿
部
利
夫
（
後
閑
）
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す
。
ま
た
、
マ
ッ
プ
に
は
ス
タ
ン
プ
を
押

す
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
一
ノ
倉
沢
に
設
置

し
た
ス
タ
ン
プ
を
マ
ッ
プ
に
押
し
て
く
る

と
、
谷
川
岳
山
岳
資
料
館
に
て
、
公
益
社

団
法
人
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
環
境
財
団
（
理
事
長

／
室
町
鐘
緒
）
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
「
高
山

植
物
の
本
」、ま
た
は
ブ
ナ
の
木
ス
ト
ラ
ッ

プ
が
記
念
品
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

特 集 谷川岳エコツーリズム協議会②

▶�

利
根
商
業
高
生
徒
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
散
策

マ
ッ
プ
と
ノ
ベ
リ
テ
ィ
記
念
品

利
根
商
業
高

パ
ソ
コ
ン
部
に
よ
る

一
ノ
倉
沢
散
策
マ
ッ
プ

全国草原サミット・シンポジウム in みなかみ
期間：平成24年10月27日土～29日月

会場：藤原小中学校体育館
公式HP：http://comonf.net/9th.sogen

　

こ
の
基
礎
調
査
は
２
ヵ
年
行
い
、
そ
の

後
は
継
続
的
に
点
検
や
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
に
よ
る
調

査
を
行
い
、
自
然
観
光
資
源
の
保
全
を
図

り
つ
つ
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
の
取
組
み

　

協
議
会
内
の
も
う
一
つ
の
部
会
が
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
で
す
。

　

こ
の
部
会
は
、
協
議
会
と
し
て
エ
コ
ツ

ア
ー
を
企
画
推
進
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ツ
ア
ー
業
者
や
団
体
・
個
人
な
ど
が

企
画
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
募
集
し
、
全
体

構
想
に
合
致
し
た
ツ
ア
ー
企
画
で
あ
る
か

を
調
査
指
導
・
承
認
す
る
役
割
を
持
ち
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
各
ツ
ア
ー
業
者
や
団
体
・
個

人
に
と
っ
て
、
協
議
会
が
承
認
す
る
エ
コ

ツ
ア
ー
企
画
と
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と

と
も
に
、
協
議
会
と
の
連
携
が
取
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
更
な
る
誘
客
活
動
に
つ
な
げ

ら
れ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
５
月
末
ま
で
に
、
第
１
回
の
エ

コ
ツ
ア
ー
企
画
が
募
集
さ
れ
、
現
在
４
件

の
エ
コ
ツ
ア
ー
企
画
が
承
認
さ
れ
、
継
続

審
査
さ
れ
て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
企
画
が
４

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
随
時
新
し
い
エ
コ
ツ
ア
ー
企

画
を
募
集
・
審
査
・
承
認
し
、
当
地
域
の

自
然
観
光
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
新

た
な
来
訪
者
の
誘
客
と
当
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
観

光
振
興
と
、
環
境
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と

で
環
境
保
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
区
域
を

町
内
エ
リ
ア
だ
け
で
な
く
、
谷
川
連
峰
全

域
な
ど
へ
と
拡
大
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

新
潟
県
側
の
関
係
市
町
村
と
の
連
携
な
ど

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
協
議
会
で
は
、
各
部
会
活

動
を
中
心
に
谷
川
岳
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
す
る
た
め
、
本
格
的
な
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

意
見
等
を
い
た
だ
き
、
谷
川
岳
の
魅
力
を

広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
適
正
利
用
と

環
境
保
全
に
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
の
谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

全
体
構
想
の
認
定
こ
そ
、
そ
の
一
歩
が
踏

み
出
せ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

利
根
商
業
高
等
学
校
に
依
頼
し
、
一
ノ

倉
沢
散
策
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

同
校
パ
ソ
コ
ン
部
の
生
徒
に
よ
り
作
成

さ
れ
た
、
高
校
生
目
線
の
散
策
マ
ッ
プ
は
、

彼
ら
が
生
み
出
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み

な
も
」
と
「
く
ら
も
」
が
、
マ
ッ
プ
の
中

で
一
ノ
倉
沢
ま
で
を
案
内
し
て
く
れ
ま

第９回

■問い合わせ先　環境課　環境政策グループ
　　　　　　　　☎（25）5003
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地域の話題
TOPICS

食
育
ウ
ィ
ー
ク
ド
ー
ル
ラ
ン
ド
み
な
か
み

町
婦
人
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
交
流

月
夜
野
勤
労
者
協
議
会

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
清
掃
活
動

町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会

ニ
ッ
セ
イ
財
団
よ
り
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
助
成

　

６
月
22
日
～
29
日
ま
で
の
８
日
間
、
み
な
か
み

ハ
ピ
ネ
ス
計
画
ビ
ュ
ー
テ
ィ
＆
ヘ
ル
ス
タ
ウ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
食
育
ウ
ィ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ド
ー
ル
ラ
ン
ド
み
な
か
み
で
は
、
22
日
と
23
日

に
タ
カ
ノ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
新
宿
本
店
よ
り
森

山
登
美
男
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
旬
の
フ
ル
ー

ツ
で
作
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ボ
ー
ト
作
り
体
験
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
森
山
さ
ん
の
マ
ン
ゴ
ー
や
キ
ウ
ィ
、

オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
技
術
や
ボ

リ
ュ
ー
ム
感
あ
る
飾
り
つ
け
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
、
ド
ー
ル
バ
ナ
ナ
を
乾
燥
さ
せ
て

作
っ
た
バ
ナ
ナ
粉
を
使
っ
た
ク
レ
ー
プ
や
パ
ウ
ン

ド
ケ
ー
キ
作
り
教
室
も
開
催
し
、
お
菓
子
の
風
味

や
バ
ナ
ナ
粉
の
栄
養
価
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
た
。

　

６
月
22
日
、
第
７
回
み
な
か
み
町
婦
人

会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
月
夜
野

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
婦
人
会
員
の
体
力
向
上

と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
地

区
か
ら
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優　

勝　

水
上
分
会
北
部
ダ
ッ
フ
ィ
ー

準
優
勝　

水
上
分
会
北
部
ミ
ッ
キ
ー

第
３
位　

新
治
分
会
新
治
Ａ

※
な
お
、
７
月
５
日
に
利
根
郡
地
域
婦
人

団
体
連
合
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
水
上
分
会
北
部
ダ
ッ
フ
ィ
ー

が
敢
闘
賞
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
月
夜
野
勤
労
者
協
議
会
（
千
明
正

一
会
長
／
竹
改
戸
）
に
よ
る
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等

の
環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
交
通
事
故
防
止
の
一
環
と
し
て
、

平
成
８
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
で
17
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
当
日
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
13
台
に
分
乗
し

た
会
員
た
ち
は
、
月
夜
野
地
区
を
回
り
４
６
４
基

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
の
拭
き
取
り
作
業
を
し

た
ほ
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
周
辺
の
草
刈
り
や
ゴ
ミ

拾
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
ニ
ッ
セ
イ
財
団
「
生
き
生

き
シ
ニ
ア
活
動
」
顕
彰
助
成
団
体
が
発
表

さ
れ
、
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協

会
（
平ひ

ら

賀が

長は
じ
め

会
長
／
月
夜
野
）
が
選
考
さ

れ
ま
し
た
。

　

ニ
ッ
セ
イ
財
団
で
は
、
元
気
な
高
齢
者

の
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
活
動
に
対
し
、

県
知
事
の
推
薦
に
よ
り
助
成
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
本
協
会
の
健
康
づ
く
り
増
進

活
動
と
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
教

室
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
に
よ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
な
ど
が
認
め
ら

れ
、
顕
彰
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
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地域の話題

グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｓ
Ｌ
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
開
催

県
小
学
生
総
体
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

阿
部
年
男
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

持
谷
靖
子
さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

６
月
29
日
、岸
町
長
か
ら
阿
部
年
男
さ
ん（
赤
谷
）に
、旭
日
単
光
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
51
年

か
ら
旧
新
治
村
議
会
議
員
と

し
て
、
４
期
16
年
に
わ
た
り

奉
職
し
、
そ
の
間
、
厚
生
観

光
商
工
常
任
委
員
会
委
員
長

や
国
道
県
道
対
策
特
別
委

員
会
委
員
長
等
を
歴
任
さ
れ
、

産
業
基
盤
の
確
立
や
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
、
地
方
自
治

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
今
回
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

　

７
月
１
日
、
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
「
Ｓ
Ｌ
お
も
て
な
し
イ

ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
崎
駅
を
出
発
し
た
Ｓ
Ｌ
が
沼
田

駅
に
到
着
す
る
と
、
利
根
沼
田
地
域
の
各
首
長

や
各
温
泉
地
の
女
将
な
ど
が
乗
車
し
、
水
上
駅

に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
乗
客
に
手
渡
し
案
内
役
を
務

め
ま
し
た
。
ま
た
、
水
上
駅
転
車
台
広
場
で
も

到
着
し
た
お
客
様
を
出
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
、
月
夜
野
緑
地
施
設
内
運
動
広
場

に
お
い
て
、
第
36
回
群
馬
県
小
学
生
総
合
体
育

大
会
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
18
チ
ー
ム

総
勢
１
１
６
名
の
選
手
た
ち
が
参
加
し
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
男
子
の
部

優　

勝　

北
小
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

準
優
勝　

桃
小
Ａ

第
３
位　

古
小
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

　
　
　
　

古
小
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

◎
女
子
の
部

優　

勝　

北
小
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ

準
優
勝　

古
小
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
３
位　

桃
小
Ａ

　
　
　
　

古
小
ク
リ
ス
タ
ル
ス
カ
イ
ブ
ル
ー

　

６
月
22
日
、
東
京
・
首
相
官
邸
に
お
い
て
、
男
女
が
参
画
す
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

た
全
国
の
女
性
を
表
彰
す
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
」
が
行
わ
れ
、
持
谷
靖
子
さ

ん
（
猿
ヶ
京
温
泉
）
に
野
田
佳

彦
首
相
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

持
谷
さ
ん
は
旅
館
の
女
将
を

務
め
る
傍
ら
、
三
国
路
与
謝
野

晶
子
紀
行
文
学
館
を
設
立
し
た

ほ
か
、
県
教
育
委
員
長
や
県
男

女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
会

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

各
登
山
ス
ポ
ッ
ト
で

山
開
き

町
俳
句
大
会

　

７
月
１
日
、
町
内
登
山
ス
ポ
ッ
ト
の
谷

川
岳
で
山
開
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
平
標
山
や
武
尊
山
、
大
峰
山
な

ど
は
５
月
下
旬
か
ら
山
開
き
が
行
わ
れ
、

多
く
の
登
山
者
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
谷

川
岳
で
は
、
昨
年
、
26
年
ぶ
り
に
復
活
し

た
夜
行
列
車
「
谷
川
岳
山
開
き
」
が
今
年

も
運
行
さ
れ
、
土
合
駅
を
降
り
た
登
山
者

を
松
明
や
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
り
と
と
も
に

三
国
太
鼓
が
出
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

に
も
一
ノ
倉
沢
で
野
点
や
音
楽
演
奏
な
ど

が
行
わ
れ
、
一
般
の
観
光
客
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■
主　

催　

み
な
か
み
町
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

■
開
催
日　

６
月
10
日

■
会　

場　

水
上
公
民
館

一
位
（
町
長
賞
）	

母
の
日
や
ほ
ほ
え
む
だ
け
の
母
と
な
る	

西
脇
テ
ル
子

二
位
（
議
会
議
長
賞
）	

糸
桜
園
児
五
人
の
な
わ
電
車	

内
山　

静
子

三
位
（
教
育
長
賞
）	

水
が
水
押
し
て
流
る
る
花
筏	

林　

美
佐
子

四
位
（
文
化
協
会
長
賞
）	

梵
鐘
の
文
字
拾
ひ
読
む
春
が
す
み	

内
藤　

牧
史

五
位
（
実
行
委
員
長
賞
）	

Ｓ
Ｌ
や
吠
え
て
湯
の
街
花
揺
す
る	

林　
　

好
一

月
夜
野
ほ
た
る
観
賞
の
夕
べ

　

６
月
30
日
、
道
の
駅
矢
瀬
親
水
公
園
に
お
い

て
、
月
夜
野
ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
有
志
の
方
々
に

よ
り
行
わ
れ
、
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
協
力
団
体
等
に
よ
る
バ
ザ
ー

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
出
店
さ
れ
た
ほ
か
、
ホ
タ

ル
御み

輿こ
し

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
超
速
戦
士
Ｇ

–

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
シ
ョ
ー
や

ホ
タ
ル
団
扇
デ
ザ
イ
ン
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式
や
カ

ワ
ナ
ニ
飼
育
体
験
発
表
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
な
ど
で
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」強
調
月
間

通
学
途
中
の
中
高
生
に
非
行
防
止
を
呼
び
か
け

　

７
月
３
日
、
町
更
生
保
護
女
性
会
（
会
長
／

傳
田
克
子
さ
ん
）
と
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
月
夜
支
部
女
性
委
員
に
よ
る
、
非
行
防
止
の

呼
び
か
け
が
行
わ
れ
、
通
学
途
中
の
中
高
校
生

に
「
ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
！
シ
ン
ナ
ー
・
覚
せ
い

剤
」
と
書
か
れ
た
手
作
り
の
折
り
紙
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
少
年
の
非
行
防
止
に
つ
い
て
、
地

域
の
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
保
護

司
代
表
の
中
塚
菊
雄
さ
ん
（
羽
場
）
と
更
生
保

護
女
性
会
役
員
が
町
長
を
訪
問
し
、
法
務
大
臣

と
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
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地域の話題

水
上
地
区
に
前
橋
工
業
高
が
花
時
計
を
寄
贈

がんばれ！未来のトップアスリート！
【今月はみなかみ町ソフトテニススポーツ少年団の紹介です】

代表からのメッセージ

　

７
月
15
日
、
川
上
区
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
横

の
空
き
地
に
前
橋
工
業
高
等
学
校
機
械
科
の

生
徒
が
製
作
し
た
花
時
計
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
町
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
と
、

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
「
ガ
ー
デ
ン
・
オ

ブ
・
リ
ア
ン
水
上
（
会
長
／
佐
藤
美
智
子
さ

ん
）」
の
活
動
に
協
力
す
る
た
め
、
昨
年
度

か
ら
製
作
さ
れ
て
い
た
時
計
が
完
成
し
、
今

回
現
地
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
製
作
に
携
わ
っ
た
生
徒
た
ち
も

参
加
し
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
和
太
鼓
グ

ル
ー
プ
な
ど
が
演
奏
し
式
典
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

■
単
位
団
名　

み
な
か
み
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
団
員
数　

70
人
（
平
成
24
年
７
月
現
在
）

■
練
習
場
所

　

月
夜
野
大
中
島
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
～
11
月
）

　

月
夜
野
総
合
体
育
館
（
12
月
～
３
月
）

■
練
習
日
時　

火
・
土
曜
日　

午
後
７
時
～

　
　
　
　
　
　

日
曜
日　
　
　

午
前
９
時
～

■
問
い
合
わ
せ
先　

代
表　

岡
村
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
７
２
）
２
９
８
９

※
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。
チ
ー

ム
の
活
動
報
告
や
団
員
募
集
な
ど
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

写
真
を
一
枚
ご
用
意
い
た
だ
き
、
所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局　
　
　
　

☎
（
２
５
）
５
０
２
５

　
　

総
合
政
策
課
企
画
グ
ル
ー
プ（
広
報
担
当
）　

☎
（
２
５
）
５
０
０
１ 　みなかみ町ソフトテニススポーツ少年団は、ソフトテニスを通じて心と身体の健

全育成に心がけて指導をしています。参加している子どもたちは、様々な地域の選
手たちと交流を深めるとともに真剣に大会にも参加しています。現在は団員以外の
高校生や一般選手も練習しているため、団員の指導も充実しています。今年も全国
大会出場を目標に活動しています。ぜひ一度見学に来てください。

７

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
体
操
日
本
代
表
選
手

田
中
光
さ
ん
を
講
師
に
運
動
教
室
を
開
催

　

７
月
11
日
、
み
な
か
み
ハ
ピ
ネ
ス
計
画
ス

ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
サ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
室
が
、
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
体
操
日
本
代
表
の
田
中
光
さ
ん
を
招

い
て
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ヒ
カ
ル
運
動
教
室
」

と
題
し
て
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し

汗
を
流
し
ま
し
た
。
本
教
室
は
８
月
９
日
に

第
２
回
目
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
現
在
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▶�

花
時
計
の
製
作
指
導
に
当
た
っ
て
く
れ
た

　

前
橋
工
業
高
校
の
竹
之
内
教
諭
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役場からの情報
Town Office Infomation

後期高齢者医療に加入されている人へ

被保険者証更新等のお知らせ

　来年7月末までの自己負担割合は同一世帯の被保険者の今年度（平成24年度）の住民税課税所得により判定
されます。
・課税所得145万円以上　3割負担
・課税所得145万円未満　1割負担
　ただし、上記の判定で3割負担に該当する方のうち、前年（平成23年）の収入額が次のいずれかに該当する
ときは申請により1割負担となります。
①被保険者が同一世帯に1人で収入額が383万円未満
②被保険者が同一世帯に2人以上で、収入額合計が520万円未満
③同一世帯に70歳から74歳の方がいる場合、その方と被保険者の収入額合計が520万円未満

　住民税非課税世帯の被保険者は、入院の際に限度額適用・標準負担額減額認定証を提示すると医療費の窓口
負担と食事代等の自己負担が軽減されます。現在、限度額適用・標準負担額減額認定証をお持ちの方は、有効
期限が平成24年7月31日までとなっています。引き続き軽減を受けるためには8月中に申請手続きをして、新
しい認定証の交付を受けてください。

　8月1日から保険医療機関等の受付で提示していただく「後期高齢者
医療被保険者証」が新しくなります。
　新しい被保険者証の色は「茶色」です。新しい被保険者証はすでに、
7月中に簡易書留にて郵送しましたので、新しい被保険者証に差し替え
てお使いください。
　これまでお持ちの紫色の被保険者証は、8月1日以降使用できません
ので、役場までお返しいただくかご自分で破棄してください。
　
※被保険者証郵送に伴う注意点
　新しい被保険者証は簡易書留で郵送したため、ご自宅が不在の場合、
郵便局で一定期間お預かりし、ご本人からの連絡が無い場合は役場に返
送されますのでご注意ください。

　臓器移植に関する法律が改正され、国や地方公共団体では移植医療に
関する啓発を行っています。そのため県後期高齢者医療広域連合でも、
被保険者証の様式を改正し臓器提供に関する意思表示欄を設けています。
被保険者証裏面の臓器提供意思表示欄に記入をすることで、臓器を提供
するか、しないかの意思を示すことができます。また、意思表示した内
容について見られたくない場合は、役場窓口に置いてあります「個人情
報保護シール」をご利用ください。
　なお、臓器提供意思表示欄への記入は被保険者の任意ですので、必ず
記入しなければならないものではありません。

被保険者証裏面の臓器提供意思表示欄について

自己負担割合について

限度額適用・標準負担額減額認定証について

▶
見
本
／
新
し
い
被
保
険
者
証
は
茶
色

▶
見
本
／
新
し
い
被
保
険
者
証
の
裏
面
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役場からの情報

■問い合わせ先　町民福祉課　窓口・医療グループ　☎（25）5010
　　　　　　　　県後期高齢者医療広域連合　☎027（256）7171

　通常、被保険者証の更新期間は1年間ですが、保険料を滞納すると通常有効期間（1年）より短い期間の被
保険者証が交付される場合があります。
　さらに、特別な理由がないのに納付状況が改善されない場合は、医療費をいったん全額負担していただく「資
格証明書」が交付されます。

　町では、保険料を完納している人を対象に医療機関
で人間ドック（脳ドック含む）を受診した場合、一人
20,000円（毎年1回限り）の助成事業を行っています。
　申請方法は、人間ドック受診後、認印、保険証、領
収書及び健診結果を持参のうえ、町民福祉課または各
支所で申請してください。なお、後期高齢者健診と人
間ドックを重複して受診した場合、助成の対象外とな
ります。

　7月中に「保険料決定通知書」を郵送しました。保険料が年金から天引きとなる方には、「特別徴収開始通知書」
が郵送されています。
　保険料が年金から天引きとならない普通徴収の方には、「納入通知書」が同封されていますので、納期限内
の納付にご協力ください。

　年金額が年額18万円以上の方は、原則として年金天引き（特別徴収）となりますが、介護保険料との合計
額が年金額の2分の1を超える方などは、納入通知書または口座振替（普通徴収）での納付となります。
　また、前年度中に所得の変更等により保険料が変更となった方は、10月から年金天引きとなり、年度途中
で75歳になられた方、転入された方については、その年度は年金天引きとはならず、納入通知書または口座
振替での納付となります。

　保険料を年金からの天引きで納付されている方も、金融機関で口座振替
の手続きを行い「本人控え」を持って役場に申し出ると、口座振替に変更
できます。

※保険証ケースが必要な方は役場窓口にありますのでご使用ください（数
に限りがあります）。

短期被保険者証について

人間ドック助成について

保険料決定通知書を郵送しました

保険料の支払い方法について

口座振替に変更できます
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Town Office Infomation

■問い合わせ先　町民福祉課　窓口・医療グループ　☎（25）5010

　医療機関で処方される医薬品には、先発医薬品（新薬）
と後発医薬品（ジェネリック医薬品）があります。ジェネ
リック医薬品は、「特許期間」が満了した新薬の有効成分・
製法を元に開発され、同等性を確認する試験に適合し、製
造許可された医薬品です。
　ジェネリック医薬品は新薬に比べ、約2～7割低価格で
販売できます。
　
※各ご家庭に郵送されるジェネリック医薬品差額通知の
　裏面に、コールセンターの電話番号を記載しております
　ので、ご不明な点についてはお問い合わせください。

■■■■■■■■■ジェネリック医薬品ってどんなお薬？■■■■■■■■■

  国民健康保険に加入されている皆様に、年2回（8月末と2月末）ジェネリック医薬品を使用した場合の差額
のお知らせを郵送することになりました。
  このお知らせは、皆さんが病院や薬局で調剤されるお薬代の負担を軽減することができるジェネリック医薬
品（後発医薬品）を紹介するものです。
　お知らせをご覧いただきジェネリック医薬品のことを理解し、試してみたいとお考えの方は医師・薬剤師に
ご相談ください。

ジェネリック医薬品に関するお知らせがスタートします
国民健康保険に加入されている人へ

▲見本／郵送されるジェネリック医薬品に関するお知らせ
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役場からの情報

■問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　☎（62）2527

　これまでの生ポリオワクチンに替わり、平成24年9月から不活化ポリオワクチンが導入されます。

★使用する不活化ポリオワクチンは、単独の不活化ポリオワクチンです。
★�不活化ポリオワクチンは、初回接種として20日以上の間隔をおいて3回、追加接種として初回接種終了後6ヵ
月以上の間隔をおいて1回、合計4回の接種が必要です。

★追加接種とは、生・不活化を問わず、全体を通して4回目となるポリオワクチンです。
★3種混合ワクチンは従来通り受けてください。
★詳しくは、後日該当するお子さんへご案内が送付されますのでご確認ください。

予防接種に関するお知らせ

不活化ポリオワクチンについて

　日本脳炎の予防接種が、平成22年4月より再開
されています。
　今年度は3歳・4歳のお子さんに加え、小学校
を通じて小学2年生と3年生のお子さんにもご案
内を行なっております。
　母子健康手帳を確認し、第1期3回の接種が済
んでいない人は早めに受けましょう。

　麻しん（はしか）・風しん予防接種の第3期・4期該当者には、
すでに3月中に個別通知でお知らせしましたが、定期予防接種と
して受けられる期間は今年度末までです。まだ接種していない
人は夏休み等を利用して早めに接種しましょう。
■対象者　①中学1年生（第3期）�
　　　　　②高校3年生（第4期）
■接種期間　平成25年3月31日まで
■接種時の持ち物　①母子健康手帳　②予診票
※�予診票を紛失した場合は、子育て健康課または各支所に備え付けてあります。母子健康手帳を持参して窓口
で申し出てください。

◆日本脳炎予防接種の標準的な接種スケジュール

第1期接種(3回)

3歳時に2回
　※6～28日の間隔をおく。
その後おおむね1年の間隔をおいて1回
　※4歳のときに。

◆2種混合ワクチンの接種スケジュール

期　　別 対　象　者

第1期 1歳児

第2期 年長児

第3期 中学1年生

第4期 高校3年生

日本脳炎予防接種について

第3期・4期麻しん・風しん2種混合ワクチンについて

不活化ポリオワクチンを
１～３回
受けている

生ポリオワクチンを
すでに２回
受けている

ポリオワクチンを
まだ1回も
受けていない

生ポリオワクチンを
すでに1回
受けている

不活化ワクチンが
合計4回となるよう
残りの回数を
受けてください

不活化ワクチンは
必要ありません

不活化ワクチンを
合計４回

受けてください

不活化ワクチンを
あと３回

受けてください

国内未承認の不活化ポリ
オワクチンの接種を開始
されている人も、不足分
を定期接種で受けること
ができます。

生ポリオワクチンをす
でに、2回接種されて
いる人は、さらに不活
化ポリオワクチンを接
種する必要はありませ
ん。

不活化ポリオワクチン
は、初回接種３回＋追
加接種１回、合計４回
の接種が必要です。

生ポリオワクチンを１
回接種されている人は、
合計３回の不活化ポリ
オワクチン接種がさら
に必要です。
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役場からの情報
Town Office Infomation

児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者は

　児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給している人は、毎年8月に現況届（児童扶養手当の場合）または所
得状況届（特別児童扶養手当の場合）を提出し、支給要件の審査を受けることになっています。
　この届出を提出しないと8月以降の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。また、手当の支給要
件を満たしているのに、まだ受給されていない人は手続きをしてください。

●現況届

《提出するもの》
　現況届・住民票（発行の際に運転免許証を提示）・養育費等に関する申告書・証書（緑色）・
　その他必要書類（一部支給停止適用除外事由届・控除対象扶養親族に関する申立書ほか）
　※一部支給停止適用除外事由届について
　�　手当を受給してから5年が経過する等の受給者には、現況届出時に必要書類を提出していただきます。書
類の提出がない場合、支給額が半額になります。詳細については個別の通知でご確認ください。

　※16歳以上19歳未満の控除対象扶養親族に関する申立書について
　�　平成23年12月31日において、16歳以上19歳未満の所得税法上の扶養親族がある場合は、控除対象扶養
親族に関する申立書をご提出してください。

《対象》
　8月1日以降も引き続き児童扶養手当の受給資格を有する人

《提出期間》
　8月1日（水）～8月31日（金）午前8時30分から午後5時15分まで

●児童扶養手当の申請について
　父母の離婚等によるひとり家庭等の生活の安定と自立を助け、児童の福祉の増進を図るために支給される手
当です。

《対象》
　�　次のいずれかに該当する18歳に到達する日以後の最初の3月31日（障害のある場合は20歳未満の児童）
までの間にある児童を「監護している母」、「監護しかつ生計を同じくする父」、「父母に代わって養育してい
る者」。

　①父母が婚姻を解消　　②父または母の死亡　　③父または母が重度の障害者（国民年金1級程度）
　④父または母の生死が不明　　⑤父または母から1年以上遺棄　　⑥父または母が1年以上拘禁
　⑦未婚の子　　⑧父・母ともに不明である（孤児等）
　※今年8月1日から「父または母が保護命令を受けた児童」が対象に追加されます。

《父子家庭の方》
　�　平成22年8月から、母子家庭に加えて、父子家庭も要件を満たしている場合、児童扶養手当を申請するこ
とができるようになりました。

《児童扶養手当と障害年金の子加算の取り扱い》
　�　平成23年4月から障害年金の子加算の取り扱いが改正され、養育している児童が配偶者の障害年金の子加
算の対象となっている人は、「児童扶養手当」と「障害年金の子加算」のどちらか額の多い方に受給変更が
できるようになりました（受給変更をするときは、申請などの手続きが必要となります）。

現況届・所得状況届の提出を忘れずに

児童扶養手当
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役場からの情報

■問い合わせ先　子育て健康課　子育て支援グループ　　 ☎（25）5009
　　　　　　　　水上支所　庶務・住民サービスグループ　☎（72）2111
　　　　　　　　新治支所　庶務・住民サービスグループ　☎（64）0111

●所得状況届

《提出するもの》
　所得状況届・証書（桃色）・その他必要書類

《対象》
　8月1日以降に引き続き受給資格を有する人。

《提出期間》
　8月13日（月）～8月31日（金）午前8時30分から午後5時15分まで

●特別児童手当の申請について
　身体または精神にある程度以上の障害のある20歳未満の児童を監護する父母または父母に代わって養育し
ている方に支給する手当です。

◎手当を受給できない主な場合
　○児童福祉施設等に入所しているとき
　○児童（児童扶養手当は養育者を含む）が公的年金を受けているとき
　○児童扶養手当は、父また母の配偶者に養育されている、前配偶者と生計を同じくしているときなど
◎�児童扶養手当・特別児童扶養手当は、父母などの所得が一定の額を超えるときに、手当の支給が停止される
場合があります。

◎偽りや不正な手段により手当を受給したときには、法律により罰せられる場合があります。

特別児童扶養手当

手続き上の注意点

開　催　日　時 学校・幼稚園・保育園・こども園 予備日等

9月8日（土）

午前8時45分～ 古馬牧小学校
桃野小学校

9月9日（日）
9月9日（日）

午前8時50分～ 水上小学校 9月9日（日）
午前8時55分～ 新治小学校 9月9日（日）
午前9時～ 月夜野北小学校・月夜野北幼稚園合同 9月9日（日）

9月14日（金）午前8時45分～ 藤原小学校・藤原中学校・第三保育園合同 9月18日（火）

9月15日（土）
午前8時50分～ 水上中学校 9月18日（火）

午前9時～ 月夜野中学校
新治中学校

9月16日（日）
9月16日（日）

9月20日（木）午前9時～ 水上わかくりこども園 雨天の時は
体育館にて実施。

9月29日（土）

午前8時30分～ 月夜野幼稚園・下牧分園合同 雨天の時は
体育館にて実施。

午前8時40分～ にいはるこども園 雨天の時は
体育館にて実施。

午前9時～ 月夜野保育園 10月6日（土）

もうすぐ運動会の季節です！
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年
金
を
受
け
る
権
利
は
死
亡
す
る
と

な
く
な
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
が
死
亡

し
た
と
き
は
、「
年
金
受
給
権
者
死
亡

届
」
を
14
日
以
内
に
年
金
事
務
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
過
払
い
に

な
り
、
遺
族
の
方
か
ら
返
納
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分
ま

で
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
年
金
が
あ
る
場
合
、
死
亡
当
時

に
受
給
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た

一
定
の
範
囲
の
遺
族
の
方
は
未
支
給
年

金
を
請
求
で
き
ま
す
の
で
、
死
亡
届
と

一
緒
に
「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請

求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
す
る
際
に
は
次
の
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
添
付
書
類
】

▼
「
年
金
受
給
者
死
亡
届
」
の
み
を
提

出
す
る
場
合

①
死
亡
し
た
方
の
年
金
証
書

②
死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類

▼
未
支
給
年
金
を
請
求
す
る
場
合

　

前
記
の
①
・
②
に
加
え
て

③
死
亡
し
た
受
給
者
と
請
求
者
の
身
分

関
係
を
明
ら
か
に
す
る
戸
籍
謄
本
（
全

部
事
項
証
明
書
）

④
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
住
民
票
等
）

※
こ
れ
以
外
に
も
、
添
付
書
類
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

渋
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は

す
み
や
か
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
２
７
９（
２
２
）１
６
１
３

　

町
民
福
祉
課　

窓
口
・
医
療
Ｇ

　

☎（
２
５
）５
０
１
０

■納税と納期限■

■納期限：10月１日㈪
固定資産税　　　　第３期
国民健康保険税　　第６期

■納期限：８月31日㈮
町県民税　　　　　第２期
国民健康保険税　　第５期

８月の納税

９月の納税

８月の「直接相談タイム」

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

２４時間
健康テレホンサービス

◎国民年金
　７月分の納期限は、
　８月31日㈮です。

◎介護保険料
　第３期の納期限は、
　８月31日㈮です。

◎後期高齢者保険料
　第２期の納期限は、
　８月31日㈮です。

　群馬県保険医協会では、健康テ
レホンサービスを行っています。
　☎０２７-２３４-４９７０にかけ
ると、約３分の健康講話（テープ音
声）が聞けます。

８　月
■月曜　群

ぐん

馬
ま

の食
しょく

材
ざい

の放
ほう

射
しゃ

能
のう

、
大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

■火曜　頭
ず

痛
つう

■水曜　胃
い

の痛
いた

み
■木曜　便

べん

秘
ぴ

の注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

■金曜　ドライマウス・
口
こう

腔
こう

乾
かん

燥
そう

症
しょう

■土日　日
にっ

光
こう

、または
紫
し

外
がい

線
せん

と皮
ひ

膚
ふ

がん

○23日（木）　小児科・外科
○受付時間帯
　午後７時30分～９時まで
◎�この時間帯に電話すると、直
接医師が電話にでます。

心配ごと・法律相談所
心配ごと（民生・人権・行政）

相談所

法　律　相　談　所

■新治会場　８月21日（火）
　会場：町保健福祉センター2階
■月夜野会場　９月18日（火）
　会場：町保健福祉センター2階

■水上会場　８月10日（金）
　会場：社会福祉協議会水上支所
■新治会場　９月14日（金）
　会場：町保健福祉センター2階

相談は予約制で先着順です。
時間は午後1時30分～4時まで。

■■■問い合わせ先■■■
みなかみ町社会福祉協議会

☎（62）0081
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暮らしの情報
　

例
年
、
開
催
し
て
い
ま
し
た
「
み
な
か

み
祭
り
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
「
み
な

か
み
花
火
大
会
」
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

８
月
16
日
（
木
）

■
時
間
▼
イ
ベ
ン
ト
午
後
３
時
〜

　
　
　

▼
花
火
打
上
午
後
７
時
30
分
〜

■
場
所　

月
夜
野
中
学
校
野
球
場
周
辺

■
催
し
物

▼
ミ
ニ
新
幹
線　

午
後
３
時
〜

▼
ふ
わ
ふ
わ
エ
ア
遊
具　

午
後
３
時
〜

▼
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り　

午
後
３
時
30
分
〜

▼
地
元
特
産
品
等
バ
ザ
ー　

午
後
４
時
〜

▼
地
元
太
鼓
共
演　

午
後
４
時
30
分
〜

▼
取
手
市
「
ス
パ
ー
ク
･
ザ
☆
ダ
ン
サ
ー

ズ
･
ク
ガ
」
友
好
出
演　

午
後
５
時
〜

▼
テ
リ
ー
齋
藤
＆
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
コ
ン

サ
ー
ト　

午
後
５
時
20
分
〜

▼
な
つ
こ
コ
ン
サ
ー
ト　

午
後
５
時
50
分
〜

▼
Ｊ
Ｏ
Ｙ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
午
後
６
時
20
分
〜

▼
花
火
大
会
セ
レ
モ
ニ
ー　

午
後
７
時
〜

　

今
年
も
恒
例
の「
赤
谷
湖
上
花
火
大
会
」

が
、
次
の
日
程
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
日　

８
月
25
日
（
土
）

　

※
予
備
日　

８
月
26
日
（
日
）

■
時
間　

▼
イ
ベ
ン
ト　

午
後
２
時
〜

　
　
　
　

▼
花
火
打
上　

午
後
８
時
〜

■
場
所　

赤
谷
湖
畔

■
催
し
物

▼
ま
ん
て
ん
星
の
湯
に
て
、
盆
お
ど
り
や

太
鼓
演
奏
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ん
て
ん
星
の
湯

　

☎
（
６
６
）
１
１
２
６

　

花
火
大
会
公
式
サ
イ
ト

　

h
ttp
://w
w
w
.saru

-g
akyo.co

m
/

　

男
女
共
同
参
画
分
野
で
全
国
的
に
著
名

な
講
師
を
招
き
、ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
と
共
催
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　

10
月
14
日
（
日
）

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　

町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

■
演
題　

�

じ
ぶ
ん
ら
し
く
輝
い
て
生
き
る

た
め
に

■
講
師　

樋
口
恵
子
（
評
論
家
）

■
定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

■
費
用　

無
料

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
応
募
。
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課　

障
害
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　

☎　

（
２
５
）
５
０
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２
）
９
０
６
６

　

葛
藤
を
抱
え
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
家

族
は
大
切
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
が
、

親
自
身
が
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
現
代
で
は
、
子
ど
も
と
家
族
を
社
会
全

体
が
支
え
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
今

回
は
、
思
春
期
で
揺
れ
る
子
ど
も
た
ち
を

支
え
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
な
の
か
を
分
か
り
や
す
く
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。

■
日
時　

10
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

■
会
場　

群
馬
会
館
ホ
ー
ル
（
前
橋
市
）

■
講
師　

慶
應
義
塾
大
学
病
院

　
　
　
　

専
任
講
師　

渡
辺
久
子
さ
ん

■
定
員　

４
０
０
人
（
先
着
順
）

■
費
用　

無
料

■
申
込
期
間　

10
月
１
日
（
月
）
必
着

■
申
込
方
法

　

は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
県
こ
こ
ろ
の
健
康

セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
み
。　
　
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

　

企
画
研
修
係

　

〒
３
７
９

−

２
１
６
６

　

前
橋
市
野
中
町
３
６
８

　
　

☎　

０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
６
１
）
９
９
１
２

お
知
ら
せ

み
な
か
み
花
火
大
会

赤
谷
湖
上
花
火
大
会

『
樋
口
恵
子
講
演
会
～

じ
ぶ
ん
ら
し
く
輝
い
て

生
き
る
た
め
に
』参
加
者
募
集

第
28
回
こ
こ
ろ
の
県
民
講
座

参
加
者
募
集

募
　
集

▼
花
火
打
上　

午
後
７
時
30
分
〜
（
終
了

／
午
後
９
時
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
課商

工
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
２
５
）
５
０
２
８



16広報みなかみ／2012.08

暮らしの情報
Living Infomation

募
　
集

｢
エ
コ
通
勤｣

参
加
事
業
所
募
集

東
京
藝
術
大
学

文
化
交
流
事
業
活
動
拠
点

垂
れ
幕
デ
ザ
イ
ン
の
募
集

み
な
か
み
キ
ッ
ズ
の

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

東
京
藝
術
大
学
卒
業
・
修
了
制
作

作
品
展
示
場
所
の
募
集

　

県
で
は
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
通
勤
か
ら

公
共
交
通
や
自
転
車
・
徒
歩
等
に
よ
る
通

勤
へ
の
転
換
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
や
交
通
事
故
防
止
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
エ

コ
通
勤
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
事
業
に
参
加
可
能
な
事
業
所
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

９
月
21
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
）

■
応
募
対
象

　

県
内
に
事
業
所
が
あ
る
企
業
、
官
公
庁
、

学
校
な
ど

■
応
募
期
限　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
よ
り
応
募
く
だ
さ

い
。

※�

応
募
用
紙
の
配
布
場
所
は
県
交
通
政
策

課
で
す
。

※
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

　

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.gu

n
m
a.jp
/

0
4
/h
2
1
1
0
2
0
1
.h
tm
l

■
実
施
方
法

１�

．
参
加
申
込
用
紙
に
よ
り
県
に
参
加
登

録
を
す
る
。

２�

．
登
録
事
業
所
は
期
間
中
、
エ
コ
通
勤

を
実
施
す
る
。

３�

．
期
間
終
了
後
、
エ
コ
通
勤
実
施
結
果

　

東
京
藝
術
大
学
絵
画
科
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
同
大
学
卒
業
生
及
び
修
了
生
か
ら

貴
重
な
卒
業
・
修
了
制
作
作
品
の
寄
贈
を

受
け
て
お
り
、
平
成
23
年
度
末
の
時
点
で

93
名
よ
り
１
５
１
作
品
を
収
蔵
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
内
の
公
共
施
設
や
旅
館
、

ホ
テ
ル
、
飲
食
店
等
に
多
く
の
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
貴
重
な
作
品

を
よ
り
多
く
の
方
に
紹
介
す
る
た
め
、
観

光
事
業
者
（
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
等
）

を
対
象
に
更
な
る
展
示
会
場
を
募
集
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間　

１
年
以
上

■
作
品
サ
イ
ズ
例

　

最
大
／
縦
２
，２
７
３
㎜
×
横
２
，２
７
３
㎜

　

最
小
／
縦
４
３
０
㎜
×
横
４
３
０
㎜

　

み
な
か
み
町
の
魅
力
（
自
然
、
四
季
、

谷
川
岳
、
食
物
、
ス
ポ
ー
ツ
、
人
な
ど
）

が
描
か
れ
て
い
る
絵
を
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

８
月
１
日
（
水
）
～
31
日

（
金
）

■
賞
品　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
は
豪
華

賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
課　

　
　

☎　
（
２
５
）
５
０
２
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２
）
３
２
１
１

※
申
し
込
み
の
際
に
希
望
す
る
サ
イ
ズ
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
は
、
お
待
ち
い
た
だ

く
か
ご
希
望
に
添
え
な
い
事
も
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
課　

　
　

☎　

（
２
５
）
５
０
２
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２
）
３
２
１
１

　

東
京
芸
術
大
学
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
「
芸
術
文
化
の

薫
る
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
度
、道
の
駅
「
水
紀
行
館
」

前
に
設
置
し
て
い
る
本
事
業
の
垂
れ
幕
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な
り
、
町
民

の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
よ
り
、
次
の

と
お
り
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
方
、
町
内
在

職
の
方
、
来
町
者
な
ど

■
応
募
サ
イ
ズ　

八
つ
切
り
サ
イ
ズ
画
用

紙
（
３
９
２
㎜
×
２
７
１
㎜
）

■
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

　

夏
休
み
に
、
お
友
達
や
家
族
と
一
緒
に
、

楽
し
く
お
や
つ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
21
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
内
容

①
お
や
つ
作
り
（
プ
チ
・
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
．

ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
ク
リ
ー
プ
で
デ
コ
）

②
ミ
ニ
講
話
（
食
育
に
つ
い
て
）

■
対
象
者

　

小
学
４
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者　
　

※
子
ど
も
だ
け
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※�

保
護
者
の
参
加
が
あ
る
場
合
は
、
対
象

外
の
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

■
定
員　

先
着
20
人

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

■
申
込
締
切　

８
月
10
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
課　

健
康
推
進
Ｇ

　

☎
（
６
２
）
２
５
２
７

垂れ幕基本デザイン（案）

この部分に入るデザインを
募集します。

を
県
へ
報
告
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
交
通
政
策
課 

　
　

☎　

０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
８
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
（
２
２
３
）
９
５
１
０
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暮らしの情報

募
　
集

デ
サ
ン
ト
ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
室

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ヒ
カ
ル

運
動
教
室
参
加
者
募
集

第
23
回
国
民
健
康
保
険

健
康
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

　

町
ハ
ピ
ネ
ス
計
画
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
デ
サ
ン
ト
ス
ポ
ー

ツ
健
康
教
室
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ヒ
カ
ル
運

動
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
す
で
に

７
月
11
日
に
第
１
回
目
が
開
催
さ
れ
、
第

２
回
以
降
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
催
日　

８
月
９
日
（
木
）・
29
日
（
水
）

■
会
場　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物

　

上
履
き
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
飲
み
物

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

■
教
室

○
９
日
（
木
）
の
教
室

①
み
な
か
み
ガ
ー
ル
の
た
め
の
運
動
教
室

　

時
間
／
午
前
11
時
～
正
午

　

対
象
／
20
～
49
歳
ま
で
の
女
性

②
ヒ
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
初
級
編
」
１
回

　

時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

　

対
象
／
20
～
74
歳
ま
で
の
男
女

③
ヒ
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
初
級
編
」
２
回

お
よ
び
中
学
生
の
方
を
対
象
と
し
た
健
康

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

県
内
在
住
。
在
学
の
小
学

生
お
よ
び
中
学
生
。

■
用
紙　

四
ッ
切
り
（
縦
約
54
㎝
×
横
約

38
㎝
）
で
紙
質
は
自
由
。
用
紙
の
使
用
方

法
は
、
縦
横
ど
ち
ら
で
も
可
。

■
手
法
・
色
彩　

手
法
、
色
彩
（
色
数
を

含
む
）
と
も
自
由
。

■
図
案　

標
語
例
の
よ
う
に
健
康
づ
く
り

を
題
材
と
し
て
考
え
た
標
語
と
標
語
に
合

う
図
案
。
標
語
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
も
標
語

例
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
も
可
。

【
図
案
中
に
標
語
例
を
記
載
】

《
標
語
例
》

・
自
分
で
つ
く
ろ
う
自
分
の
健
康

・
願
い
は
ひ
と
つ
健
康
家
庭

・
良
い
汗
か
い
て
健
康
づ
く
り

・
な
ん
で
も
食
べ
て
元
気
な
体

・
ほ
ど
よ
く
食
べ
て
動
い
て
メ
タ
ボ
予
防

・
心
の
健
康
笑
顔
か
ら

■
応
募
点
数　

ひ
と
り
一
点
と
し
、
自
分

で
創
作
し
た
未
発
表
の
作
品
。

■
応
募
先　

町
民
福
祉
課
国
保
担
当
ま
た

は
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

■
締
切
日　

９
月
14
日
（
金
）

■
著
作
権　

入
選
作
品
の
著
作
権
は
、
主

催
者
に
移
転
し
ま
す
。

■
応
募
上
の
注
意　

応
募
作
品
の
裏
面
右

下
に
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

学
校
名
お
よ
び
学
年
を
明
記
。

■
個
人
情
報
の
取
扱
い　

ご
応
募
に
あ

た
っ
て
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
当
コ

　

時
間
／
午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分

　

対
象
／
20
～
74
歳
ま
で
の
男
女

④
親
子
運
動
教
室

　

時
間
／
午
後
３
時
30
分
～
４
時
20
分

　

対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

※�

講
座
①
に
つ
い
て
は
、
自
主
保
育
で
す

が
、
子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
29
日
（
水
）
の
教
室

①
み
な
か
み
ガ
ー
ル
の
た
め
の
運
動
教
室

　

時
間
／
午
前
11
時
～
正
午

　

対
象
／
20
～
49
歳
ま
で
の
女
性

②
ヒ
カ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
初
級
編
」

　

時
間
／
午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分

　

対
象
／
20
～
74
歳
ま
で
の
男
女

③
親
子
運
動
教
室

　

時
間
／
午
後
３
時
30
分
～
４
時
20
分

　

対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

※�

講
座
①
に
つ
い
て
は
、
自
主
保
育
で
す

が
、
子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法　

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
教
室
単
位
ま
た
は
複
数
単
位
で
の
申
し

込
み
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
健
康
課　

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
（
６
２
）
２
５
２
７

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
県
内
の
小
学
生

ン
ク
ー
ル
の
入
選
者
発
表
、
作
品
の
展
示

お
よ
び
そ
の
広
告
、
印
刷
物
等
へ
の
掲
載

以
外
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他　

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
差

し
上
げ
ま
す
。

○
表
彰

▼
小
学
生
（
低
学
年
）
の
部

　

最
優
秀
賞　

１
点　

賞
状　

副
賞

　

優
秀
賞　

７
点　

賞
状　

副
賞

　

優
良
賞　

20
点　

賞
状　

副
賞

▼
小
学
生
（
高
学
年
）
の
部

　

最
優
秀
賞　

１
点　

賞
状　

副
賞

　

優
秀
賞　

７
点　

賞
状　

副
賞

　

優
良
賞　

30
点　

賞
状　

副
賞

▼
中
学
生
の
部

　

最
優
秀
賞　

１
点　

賞
状　

副
賞

　

優
秀
賞　

７
点　

賞
状　

副
賞

　

優
良
賞　

30
点　

賞
状　

副
賞

○
入
選
作
品
の
展
示

　

11
月
10
日
（
土
）、11
日
（
日
）
の
２
日
間
、

（
株
）
ヤ
マ
ダ
電
機　

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｉ
１
高
崎

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
入
選
作
品
を
展

示
い
た
し
ま
す
。

■
主
催　

群
馬
県
・
市
町
村
・
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会

■
後
援　

県
教
育
委
員
会
・
県
医
師
会
・

上
毛
新
聞
社
・
群
馬
テ
レ
ビ
・
エ
フ
エ
ム

群
馬

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

　

事
業
企
画
課

　

☎
０
２
７
（
２
９
０
）
１
３
２
５
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募
　
集

奥
利
根
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
親
子
教
室
参
加
者
募
集

個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会

参
加
者
募
集

農
林
大
学
校

「
平
成
24
年
度
農
と
食
の

ふ
れ
あ
い
講
座(

後
期)｣

　

私
た
ち
の
生
活
で
使
っ
た
水
を
き
れ
い

に
し
て
、
利
根
川
に
か
え
す
「
水
質
浄
化

セ
ン
タ
ー
」
の
し
く
み
を
い
っ
し
ょ
に
学

び
ま
す
。
当
日
、
簡
単
な
ク
イ
ズ
に
答
え

て
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

奥
利
根
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

※
沼
田
市
下
川
田
町

■
内
容

○
水
を
き
れ
い
に
す
る
し
く
み
の
お
話

○
汚
れ
た
水
の
水
質
測
定

○
水
を
き
れ
い
に
す
る
微
生
物
の
観
察

○
下
水
処
理
施
設
の
見
学

■
対
象　

利
根
沼
田
地
区
の
小
中
学
生
と

保
護
者
、
お
友
だ
ち
等

■
申
込
期
限　

８
月
13
日
（
月
）

■
申
込
方
法　

奥
利
根
水
質
浄
化
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

奥
利
根
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
２
４
）
５
２
６
１

■
申
込
先　

西
消
防
署

　

※�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
受

付

■
申
込
締
切

　

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

実
技
を
中
心
に
講
習
を
行
い
ま
す
の
で
、

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
消
防
署

　

☎
（
６
４
）
０
０
０
２

　

い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然
の
病
気
や
ケ
ガ

に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
利
根

沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
に
、
そ
の
場
で
適
切
な

応
急
措
置
が
で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取

り
入
れ
た「
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
」

を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
・
・
・
高
性
能
の
心
電
図

自
動
解
析
装
置
を
内
蔵
し
た
医
療
機
器
で
、

心
電
図
を
解
析
し
た
後
、
除
細
動
（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
が
必
要
な
不
整
脈
を
判
断
し
、

除
細
動
を
行
え
る
機
器
で
す
。

■
開
催
日　

９
月
９
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

　

※
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
開
始

■
場
所　

西
消
防
署

■
定
員　

10
人　

⑤
１
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

初
め
て
の
野
菜
づ
く
り
基
礎

　
（
定
員
／
50
名
）

　

※
№
⑤
⑪
の
ど
ち
ら
か
１
つ

▼
平
日
開
催

⑥
10
月
24
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

　

豆
腐
づ
く
り
（
定
員
／
20
名
）

⑦
11
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

　

土
づ
く
り
（
定
員
／
50
名
）

　

※
№
④
⑦
の
ど
ち
ら
か
１
つ

⑧
12
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～

　

キ
ム
チ
づ
く
り
（
定
員
／
20
名
）

⑨
12
月
21
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
～

　

そ
ば
づ
く
り
（
定
員
／
20
名
）

⑩
１
月
８
日
（
火
）
午
前
９
時
～

　

家
庭
果
樹
の
せ
ん
定
（
定
員
／
30
名
）

⑪
１
月
30
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

　

初
め
て
の
野
菜
づ
く
り
基
礎

　
（
定
員
／
50
名
）

　

※
№
⑤
⑪
の
ど
ち
ら
か
１
つ

■
会
場　

県
立
農
林
大
学
校
（
高
崎
市
）

■
対
象　

県
内
在
住
の
人

■
費
用　

無
料

　

※�

た
だ
し
①
②
⑥
⑧
⑨
の
講
座
は
実
費

負
担
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

８
月
１
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）

　

※
当
日
消
印
有
効

■
申
込
方
法

　

往
復
は
が
き
で
講
座
番
号
・
講
座
名
・
開

催
日
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返

信
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
農
林
大
学
校
研
修
部
ま
で
申
し
込
み
。

　

県
民
を
対
象
に
広
く
農
林
業
へ
の
理
解

と
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
あ
わ

せ
て
農
林
大
学
校
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
農
と

食
の
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
・
講
座
・
定
員

▼
土
日
開
催

①
10
月
14
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

　

ハ
ー
ブ
の
楽
し
み
方
（
定
員
／
30
名
）

②
10
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～

　

ジ
ャ
ム
づ
く
り
（
定
員
／
20
名
）

③
10
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　

秋
冬
の
庭
木
管
理
と
マ
ツ
の
せ
ん
定

　
（
定
員
／
20
名
）

④
11
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

　

土
づ
く
り
（
定
員
／
50
名
）

　

※
№
④
⑦
の
ど
ち
ら
か
１
つ
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相
　
談

こ
こ
ろ
の
相
談

■
受
講
決
定

　

各
講
座
と
も
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
し
、
受
講
の
可
否
に
つ
い
て
は
返

信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
農
林
大
学
校　

研
修
部

　

〒
３
７
０

−

３
１
０
５

　

高
崎
市
箕
郷
町
西
明
屋
１
０
０
５

　

☎
０
２
７
（
３
７
１
）
３
８
４
１

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
を
も
つ

方
の
電
話
相
談
を
受
付
ま
す
。

■
日
時　

９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
な
お
、
よ
り
多
く
の
方
の
相
談
を
受
け

る
た
め
、
個
々
の
相
談
時
間
を
制
限
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩

み
等
の
相
談
の
あ
る
人
（
本
人
・
家
族
）

■
専
用
電
話

　

☎
０
２
７
（
２
９
０
）
２
９
２
０

■
内
容　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談
が
で

き
な
い
人
の
た
め
に
、
精
神
科
医
師
、
精

神
保
健
福
祉
士
等
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。

■
費
用　

無
料

※
た
だ
し
電
話
代
は
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事
務
局

　
（
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
６
６

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

悩
む
が
花　
　
　
　

／
伊
集
院
静

◎
児
童
書　

は
な
か
っ
ぱ
と
は
ね
か
っ
ぱ

／
あ
き
や
ま
た
だ
し

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

光　
　
　
　
　
　
　

／
道
尾
秀
介

◎
児
童
書　

ず
っ
と
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
だ
よ

 

／
宮
西
達
也

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

旦
那（
ア
キ
ラ
）さ
ん
は

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
／
野
波
ツ
ナ

◎
児
童
書　

バ
タ
コ
さ
ん
と

イ
ナ
イ
イ
ナ
イ
バ
ル
ー
ン
／
や
な
せ
た
か
し

■
お
す
す
め
の
新
着
図
書

◎
一
般
書　

す
み
れ　
　
　
　
　

／
青
山
七
恵

◎
児
童
書　

お
い
も
さ
ん
が
ね･･･

／
と
よ
た
か
か
ず
ひ
こ

新治公民館図書室
☎（64）0111

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後２時〜

中央公民館図書室
☎（62）2275

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

■開室日（●印）／時間：午前9時～午後5時
　　　※正午～午後１時の間は休室
■休室日：月曜日、祝日、年末年始、

図書整理期間

カルチャーセンター児童図書室
☎（20）4040

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
■おはなしの会（●印）／
　時間：午後３時30分〜

水上公民館図書室
☎（72）3707

日 月 火 水 木 金 土

29 30 31 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

■開室日（●印）／
　時間：午前９時～午後５時
　　　※正午～午後１時の間は休室

図
書
室
　
　
8
月
の
開
室
日
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「サロン大穴」月1回 第4日曜(12～3月は休み)　午前10時～正午 代表：真庭文子

　町内各地で開催されているサロンを順次紹介しています。
　場所や参加者によってサロンもそれぞれ特徴があり、内容もバラエティー
に富んでいます。お近くのサロンを見つけて是非参加してみませんか。

みなかみ町の

生きがいサロン紹介

　大穴地区の中心に位置する大穴会館でサロンが
開催されています。
　本サロン開設のきっかけは、各地で開催されて
いるサロンの記事を広報紙で読み、自分たちも実
施してみたいという力強い思いが芽生え、平成
23年9月に実現化され、熱心に支えてくださるサ
ポーターさんの協力により、参加者は40人を超
えることもあるそうです。
　サロン運営には、１回100円の参加費をいただ
き計画を立てていますが、多くの方の意見を聞き、
参加者の希望に添った内容になるよう努めていま
す。
　取材当日は、沼田警察署生活安全課による講演
会が行われ、今多発している『振り込め詐欺』に
ついての勉強会が行われており、皆さん被害に遭

わぬよう真剣に署員の方の話しに耳を傾けていま
した。
　本サロンは、地域の高齢者がただ楽しむだけで
なく、安心して日々の生活ができるようお互いに
助け合っている姿勢が感じられ、絆の強さを感じ
たサロンでした。

高齢者は特に暑さやのどの渇きを感じにくくなっています。こまめに水分補給を！

■問い合わせ先　包括支援センター　☎（62）0540

やってみよう！
口腔ケア

今月は「健口体操」に
ついてです。

楽しくおいしく食べるための準備体操です。
この体操をすることで、唾がよく出るようになり、舌がなめらかに
動いて物が飲み込みやすくなります。
健康教室や介護予防教室でも行われています。

「むすんでひらいて」の歌に合わせて健口体操をしてみましょう。

♪むすんで　
　ひらいて♪

♪ベロ出して　
　　むすんで♪

♪またひらいて　
　　ベロ出して♪

♪そのベロ鼻に♪
ベロを右に
ベロを左に

ベロをグルグル
回します

▲熱中症に気をつけましょう！▲！ ！
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暮らしの情報

■会場　子育て健康課　■対象　全地区
■８月　６日（月）・13日（月）・20日（月）・27日（月）
■９月　３日（月）・10日（月）・18日（火）・24日（月）
■時間　９時～11時30分　13時～16時
※�交付には30分程度かかりますので、余裕をもってお
出かけください。
※�町では不妊治療費の助成を行っています。詳細は子育
て健康課へお問い合わせください。

■会場　元ＪＡ利根沼田月夜野北事業所
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■日時　毎週月・火・水曜日　10時～15時
■主催　ＮＰＯ法人「北風塾」
　　　　８月18日●お兄ちゃん、お姉ちゃんと遊ぼう
○問い合わせ先　子育て広場「ぽかぽか」☎（25）3535

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内2階）
■対象　妊娠中～産後12か月くらいまでの母親
■期日　８月27日（月）・９月24日（月）
■時間　10時30分～11時30分
　　　　（受付は10時15分～10時30分まで）
■持ち物　運動のできる服装・汗ふきタオル１枚

■会場　町保健福祉センター
■対象　就園前の乳幼児と保護者（全地区）
■期日　８月10日（金）・17日（金）・24日（金）
　　　　９月14日（金）・21日（金）・28日（金）
■時間　10時～12時
■主催　にこにこくらぶ
～遊びながらお友達と出会う楽しいひろばです～

　　　　８月10・17・24日●水遊び
　　　　９月28日●音で遊ぼう
※麦茶が出るのでコップを持参してください。
※�詳しいことは久野豊子さん（☎62‐2403）までお問
い合わせください。

■会場　町保健福祉センター
■対象　3か月児・8か月児・12か月児・妊婦及び産婦
■期日　８月９日（木）・９月13日（木）
■時間　９時30分～11時30分
■受付時間および内容
　＊３か月児　10:00〜10:15 計測・問診・ふれあい遊び
　＊８か月児　 9:45～10:00 計測・問診・栄養相談
　＊12か月児  10:15～10:30 計測・問診・栄養相談
　＊妊・産婦　 9:30～11:30 母乳相談（予約制）

　子育て支援ボランティア等による、就学前児童とその
保護者を対象とした、親子のふれあいの場です。
【キラキラ】■会場　にいはるこども園体育館隣
　　　　　■日時　毎週火・金曜日　10時～14時
【わくわく】■会場　水上公民館２階和室
　　　　　■日時　毎週水曜日　10時～14時
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

～対象の方には事前に個別通知いたします～

■■■■■■■　乳児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■対象　４か月児・10か月児
■期日　８月29日（水）・９月19日（水）
■受付　４か月児　13時45分～14時
　　　　10か月児　12時45分～13時

■■■■■■■　幼児健診　■■■■■■■
■会場　町保健福祉センター
■受付　12時45分～13時

健　　　　診　　　　名 8月 9月

１歳６か月児健診 対象 1歳7・8か月児 25（火）

２歳児歯科健診 対象2歳1・2か月児 7（火）

2歳6か月児歯科健診 対象2歳7・8か月児 30（木）

３歳児健診 対象3歳1・2か月児 6（木）

■会場　子育て支援センター（にいはるこども園内２階）
■対象　就学前の子どもと保護者
■日時　月～金曜日　10時～16時
【８月・９月のじゃんぷの日（毎週木曜日）10時～12時】
■期日　●８月 ２日／読み聞かせ
　　　　　　　 ９日／お茶しませんか？
　　　　　　　23日／キラキラで水遊び
　　　　　　　30日／大きくなったかな？

ミニ講座『離乳食について』(栄養士)
　　　　●９月 ６日／読み聞かせ
　　　　　　　13日／お茶しませんか？
【特別メニュー】
　・リトミック　開催日：※８月は休み（９月３日）
　　　　　　　　会　場：月夜野わんぱくクラブ　
　　　　　　　　時　間：10時30分～11時30分
○問い合わせ先　子育て支援センター　☎（64）1848

母子健康手帳交付
子育てひろば

子育てひろば

ママヨガ教室

乳児相談・母乳相談

子育てサークル

乳幼児健診

子育て支援センター 汽車ぽっぽ

みんなの保健
●問い合わせ先　子育て健康課 健康推進グループ ☎62-2527

健康づくりインフォメーション

◇ベビーマッサージ（１歳までの乳児対象）
■日時　8月休み（9月14日） 10：30～11：30
■持ち物　バスタオル、フェイスタオル、防水シーツ
※費用は無料で、予約も必要ありません。

～子育て支援ボランティア～

ぽかぽか

～子育て支援ボランティア～

にこにこくらぶ
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みなかみ町の

みなかみ町に

世帯数
女
男
総人口

8,118世帯（＋� 9）
11,114人　（−� 1）
10,373人　（−� 7）
21,487人　（−� 8）

男の子 女の子 計
月夜野地区 ２人 ３人 ５人
水上地区 １人 １人 ２人
新治地区 ０人 ３人 ３人
計 ３人 ７人 10人

数字は住民基本台帳に基づくもので、国勢調査の
数値とは異なります。※（　）内は前月比

数字は住民基本台帳（7/15現在）に基づくものです。

人 口と 世 帯 7月1日
現　在

6月の出生者
おともだちがふえたよ！

●今月の表紙●

　7月17日、にいはるこども園で夏ま
つりが開催されました。当日は猛暑の
ため、園児たちは水着姿で夏まつりや
水遊びをを楽しみました。

東京藝術大学卒業生修了生寄贈作品

東京藝術大学卒業生・修了生からみなかみ町
に寄贈された作品を紹介しています。
◎平成24年4月末現在
　93名から151作品を収蔵
　広報にて紹介した作品数　73／151

作品の一部を「みなかみコレクション展」として、役場
水上支所２階及び商工会水上支所２階に展示中です。
■開場日　月～金曜日（祝祭日は除く）
■開場時間　午前９時～午後４時30分

『花』
　作者／桐戸麻衣

　規格・素材／H943㎜×W1807㎜
板、綿布、油彩、樹脂

「豚肉とゴーヤのつまみ揚げ」

今月の食改推おすすめ地元食材レシピ

●　作り方　●
①豚小間切れ肉にAを加え、よくもみ込む。
② ゴーヤは縦半分に切り、種とわたを取

る。3㎜幅に切り、塩・砂糖をふり、軽
く混ぜ約10分経ったら水気をしぼる。

③ ボウルに卵を溶きほぐし、水・小麦粉
も加え混ぜ合わせる。①の肉と②
のゴーヤを加え、よくかき混ぜる。

④ 160～170度の油に③をつまみ入
れ、時々返しながら5～6分間揚げる。

●ワンポイントアドバイス
　ゴーヤの苦みがやわらぎ、美味しく食べる
ことができます。
　ゴーヤをゴボウやカボチャ、ニンジンなど
にしても、いろんなかわり揚げが楽しめます。

材料（４人分）　1人分のエネルギー290kcal、塩分0.4g

豚小間切れ肉………………… 160g
　�しょうゆ ……… 大さじ1（18g）
　�酒……………… 大さじ1（15g）
Ａ�砂糖……………… 大さじ1（9g）
　�ごま油 …………… 小さじ1（4g）
　�にんにく（すり下ろし） 1／2個分

ゴーヤ ………………… 1本（250g）
�塩……………………………… 少々
�砂糖…………………………… 少々
　卵……………………… 1個（50g）
　小麦粉……………1カップ（110g）
　水………………………… 120cc
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町の主な
行事予定

16㈭� ■みなかみ花火大会　●月夜野中学校野球場
イベント：午後3時～　花火：午後7時30分～

17㈮� ■藤原諏訪神社獅子舞　●諏訪神社　午前10時～
25㈯� ■赤谷湖上花火大会　●赤谷湖畔

イベント：午後2時～　花火：午後8時～
� ■第55回デサント藤原湖マラソン前夜祭　●藤原湖畔公園西多目的広場
26㈰� ■第55回デサント藤原湖マラソン　●藤原湖運動広場　午前9時～

4㈫� ■9月議会定例会（予定／12日まで）　●本庁舎議場
22㈯� ■茂左衛門地蔵尊縁日　●茂左衛門地蔵尊千日堂
29㈯� ■ヤッサ祭り　●小川島若宮八幡宮（9月最終土曜日）　午後7時30分～
30㈰� ■第7回町民体育祭　●月夜野中学校グラウンド　午前9時～

8月

9月

提供：食生活改善推進協議会




